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この通信は2019年1月～6月に会員更新を迎えられる方および、新規ご入会の方にお送りしております。
6ヶ月に1回の発行のため、記事中の催事等の期日に前後が生じている場合があります。なにとぞご了承
のほどお願い申し上げます。

発行月次についてご了承のお願い
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捜索・救助費用（以下、費用と略）の補てんされる主な費目について
遭難者を捜索し、遭難地点から登山口や最寄りの医療機関、警察署等へ収容するまでにかかった費用の実費を補てん対象とし
ています。
主な費目としては、
１．民間の救助組織（第１次捜索で警察とともに出動する地元山岳遭難対策協議会救助隊、第２次以降の山岳ガイド・民間
救助組織等）の救助隊員の日当。季節・地域・危険度により変わりますが概ね１日２万円～３万円程度×捜索日数。
２．これら隊員の交通費（公共交通機関・車両・燃料・駐車場・高速料金・ロープウエー）、保険料、食費、宿泊費等
３．捜索に使った器具・シュラフ・シート・ロープなどの消耗品代
４．民間のヘリコプター代、ドローン捜索費
救助組織によっては上記費用の１０％程度の組織事務経費も請求するようです。
その他、親族などの現場駆けつけ費用、関係機関への謝礼費用、遺体搬送費用もｊＲＯの補てん対象費目です。

遭難時に会員証または会員カードを持っていないと支払いの対象にならない？
会員証・会員カードの所持等はお支払条件には一切関係ありません。ご加入の有無は、お名前・生年月日（と、もしできれば
会員番号）によってjROで確認できます。会員証はご自宅に置いて、ご家族に加入の事実をお伝えください。
また、会員カードの裏側にはjROが提唱する自救力チェック欄がございます。安全山行の事前チェックにお役立てください。

ｊＲＯ会員ではない同行者との山行での遭難での補てん条件は？
費用をどなたが負担すべきかどうかで判断いたします。すなわち、パーティー全体で負担すべき費用であればパーティー人数
で按分してｊＲＯ会員分を、特定の個人であればその方がｊＲＯ会員か否かで判断いたします。
【例】Ａさん（ｊＲＯ会員）、Ｂさん（非会員）費用２０万円発生
１．共同遭難（道迷い・雪崩などでパーティー全員が同時に遭難）の場合。
費用は全員にかかったものと考えられます。よって、ｊＲＯ会員のＡさん分として１／２の１０万円をｊＲＯ補てん対象といたし
ます。

２．パーティーの方の単独での遭難（自力で下山できない状態）の場合。　　
Ａさんが転倒し骨折で自力下山できなくなった場合、２０万円全額を補てん対象といたします。また、収容のためＢさんが
山小屋等に宿泊せざるを得なくなった場合の宿泊費も捜索・救助費用として補てん対象といたします。

ホームページ上や規約などでは分かりづらいQ&Aを記載いたしましたのでご参照ください。

ｊＲＯの新しい会員特典がスタート

　このたび新しい会員特典「 by 」がスタートいたしました。
　ＪＴＢベネフィットの選定した全国の観光施設（温泉、ロープウエー等）の利用料金が割引になるサービスです。
ご利用方法の詳細は最終ページのご案内をご参照ください。
　これまでの山小屋割引に加え、下山されてからのお楽しみにご利用ください。

2018年の山岳遭難

　さて、2017年に引き続き2018年も山岳遭難が増加傾向で憂慮されます。
　なかでも“行方不明遭難”は「単独→道迷い→転滑落・行方不明」ときわめて類似したパターンで、これは「山
岳遭難のレッドカーペット」と言えます。
　もし、単独で登山口に立った時、それはレッドカーペットのスタート点です。途中で道迷いに気付いた時、カーペッ
トの真ん中です。そのまま進んでしまえばカーペットのゴールは行方不明遭難かもしれません。単独山行の方にぜ
ひ意識していただきたいことです。
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ｒｉａｎｇｌｅの備え

　単独山行は己と向き合いながら、山 と々静かに語り合える心に響く山行です。
　その楽しみを享受するために、そして万一に備えるために《 Missing ０

ゼロ

 Triangle 》（略してＭ
モ ッ ト

ＯＴ）を提唱い
たします。
これは、
　・山岳遭難対策制度や山岳保険に加入しておく
　・登山届（webでもペーパーでも）を必ず提出する
　・自分の位置を外部に通報する電子機器を携帯する
という3つの備えによる万一のための施策です。
　もちろん道迷いしたら、①地図とコンパス、GPSなどで現
在地確認をする ②現在地を確認できる場所まで戻る ③原則
として沢を下らない ④無理して動かない ⑤夕方になる前に
安全な場所でビバークする ⑥手遅れにならないうちに救助
を求める、などは鉄則です。
　山に行く前に《Missing ０ Triangle》の備え、そしてご
家族に“ｊＲＯに加入している”ことも必ずお伝えください。
　皆様の安全山行を心よりお祈り申しあげます。

by
この度jROは、JTBベネフィットと提携し、
おトクな優待プログラム
『jRO byえらべる倶楽部』を開始いたしました。

日本全国の入浴施設やレジャー施設など、6,000ヵ所以上の施設において、二親等以内のご親族様まで優待特典が受けられます。

例えば、こんな施設がおトクに!!

日本全国あらゆるサービスがご利用いただけます

ご利用方法はjROホームページまたは更新時に送付される会員証等に同封されているパンフレットをご覧ください。

日帰り温泉
約 900 件

フェリー
約 20 件

スポーツ
約 3,000 件

アウトドア
約 140 件

国内旅行
約 600 件

レジャー/ 観光施設
約 1,500 件

ＭＯＴ

事務センターからのお知らせ 今回お送りした更新案内をご確認いただき、口座残高・クレジットカードのご確認等をよろしくお願いいたします。
登録頂いている口座・クレジットカードの変更については「会員更新事前案内」のP.2下部をご参照ください。



施設に掲示されるプレートjROカード

　jROは（公社）東京都山岳連盟の賛助会員になったことで、都岳連会員と同
等の各種特典の利用が可能です。提携施設としての山小屋は以下の通りです。

jRO会員カードをご提示ください。

提携施設名称

※優待の詳細はjROホームページにてご確認ください。

槍ヶ岳山荘

太郎平小屋

スゴ乗越小屋

高天ヶ原山荘

薬師沢小屋

蓼科山頂ヒュッテ

赤岳天望荘

ヒュッテ夏沢

美濃戸山荘

八ヶ岳山荘

青年小屋

権現小屋

硫黄岳山荘

根石岳山荘

夏沢鉱泉

オーレン小屋

雲取山荘

三条の湯

宿坊駒鳥山荘

三ツ峠山荘

土合山の家

やど千秋庵

谷川岳肩の小屋

永楽荘

八幡平高原ホテル

旬樹庵ハイランドホテル山荘

八甲田山荘

大清水小屋

山ノ鼻小屋

日光澤温泉

天狗温泉浅間山荘

柾廣館

蛭ヶ岳山荘

みやま山荘

離騒館

ホテル大山しろかね

明神館

アルプ天元台

白馬観光開発

剣山山頂ヒュッテ

ペンションいぶき

ClimbingGym GIRI.GIRI

入笠山　山彦荘

尾瀬小屋

燧小屋

雷鳥沢ヒュッテ

飯豊山荘

奥の湯　森吉山荘

赤石温泉

国民宿舎　竜山荘

室堂平　みくりが池温泉

ロッジ立山連峰

王滝村　たかの湯

ペンション　さんどりよん

瑞牆山荘

トモエ館

スパ・ビレッジ　カヤマ

雷鳥荘

白馬八方温泉

栂池高原・栂の湯

北岳肩ノ小屋

酸ヶ湯温泉

旅館 大黒屋

ロックランズ

暮らしの杜クライミングジム

赤石温泉
明治初期創業のレトロな建物と自慢の露天風呂
　山行帰りに疲れているのにも関わらず車で2時間もかけてお泊りに来ていただき、本当に有難い事だ
なといつも感謝しております。当館は明治初期の創業で私は3代目でございます。親の背中をみて育ち、
「秘湯は人なり心なり。」この教えを守り、すべて手作りでこつこつと施設を増やしお客様にご満足し
ていただけるようにと務めてまいりました。妙連の滝への遊歩道や30年前に植えた桜等の木々も260
本。春の芽吹きや秋の紅葉に建物や露天風呂が埋め尽くされます。建物がレトロな昭和の民芸調な造
りですので、時計の針を戻してタイムスリッップさせようと逆回転水車を造り、お客様に不思議がられ
ております。独特な雰囲気がありテレビ、映画のロケにも数多く利用していただいております。当館近
くに標高2,051mの櫛形山があり、富士山を見ながら車で40分程で峠につく。北岳や赤石山脈も見渡
せます。モミ、ツガの原生林を通りアヤメ平へ。帰りは530段の石段と樹齢1,200年の大杉の氷室神
社もおすすめです。また一等三角点の烏森を通って源氏山へも登ることができますので皆様のおいで
を心よりお待ちしております。 「とがくれん通信」2018年3号より転載）

提 携 施 設 紹 介

赤石温泉

〔  j ROの事業  〕

　jROは国内唯一の「山岳遭難対策制度™」として総合的な山岳遭難予防、万一遭難した場合のダメージ軽減、早期の社
会復帰を図る制度です。次の3項目を主たる事業内容としております。

捜索・救助費用を330万円
までお支払い（補てん金）

遭難防止のための講習会、
講演会、コンサル

救助隊派遣の斡旋、
用具の貸出

〔  講演会と講習会  〕

　講演会を「jRO会員講演会」として年2回開催（今年度は6月に東京、7月に大阪、名古屋で開催）を開催しており、jRO
創設以来通算26回を数えます。講習会は、「自救力アップ講習会」として全国各地において順次開催いたしており、これまで
71回開催いたしました。また、机上講習だけでなく実地講習もいろいろ企画中です。開催スケジュールは、メルマガ・ホームペー
ジでお知らせいたします。メルマガ閲読申込はホームページからお願いいたします。
※メールアドレスを変更される場合は、過去のメルマガの末尾に記載されております「メールアドレス変更」からお手続きをお願いいたします。

講演会風景 山岳イベント出展風景 自救力アップ講習会

〔  エマグストレージ  〕

　山岳遭難の予防と万一遭遇した際のダ
メージ軽減を願って、自救力アップをサポー
トするエマージェンシーグッズのご紹介と取
り扱いをしています。今後も商品を増やし、
ラインナップの充実を図っていきます。

※ご購入方法はjROホームページまたは「エマグリーフレット」にてご確認ください。

ビバーク用ライト
「アクモキャンドル」

マグネシウム空気電池内蔵。1cc 程
度の水に浸すと点灯し、約1週間続く。
ビバーク時の心強いあかり、生還へ
の希望の灯。防災用にも家族一人一
人がバッグに入れておきたい。

登山仲間とのコミュニケー
ションから、「おはよう」「あ
りがとう」などの常用スタン
プまで、全部で32個入り。

日本山岳救助機構合同会社（jRO）の LINE のアカウントを開設中。
jRO公式LINEアカウントを友だちに追加すると、
イベント情報や講習会のお知らせなどが、
LINE のタイムラインやメッセージで届きます。

マスコットキャラクターのコジローくんが
LINE スタンプに登場！

LINE STORE

登山仲間とのコミュニケー
ションから、「おはよう」「あ
りがとう」などの常用スタン
プまで、全部で32個入り。

LINE ID 「@sangakujro」で検索して
友達に追加してください。

こちらのQRコードからも友だち追加が可能です！

プロアドベンチャー
田中陽希さんの
「日本３百名山ひと筆書き～Great Traverse～」応援しています!!

ホームページでは、ゴールまで陽希さんの日記から毎月１回ピックアップして情報をお届け中。メルマガからもアクセスできます。

オールシーズン携帯したい
グッズを選んでみました。➡

〔  山小屋・旅館等宿泊提携施設のご案内  〕

SANGAKU TARO


